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10
月
27
日
に
委
員
が
選

任
さ
れ
て
以
降
、
中
医
協

は
、
10
月
30
日
か
ら
４
回

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
歯
科
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
が
さ

れ
て
い
な
い
。

　

改
定
率
は
12
月
に
公
表

さ
れ
る
予
定
だ
が
、
プ
ラ

ス
改
定
と
な
る
か
ど
う
か

も
ま
っ
た
く
不
透
明
だ
。

中
医
協
４
回
開
催
、

歯
科
は
論
議
さ
れ
ず

　

国
外
で
作
成
さ
れ
た
歯
科

技
工
物
の
安
全
性
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
が
、
大
阪
府

議
会
で
10
月
27
日
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。
同
様
の

意
見
書
は
11
月
２
日
、
摂
津

市
議
会
で
も
採
択
さ
れ
て
い

る
。

　

協
会
は
、
大
阪
府
を
は
じ

め
府
下
の
各
自
治
体
に
海
外

技
工
に
関
す
る
意
見
書
採
択

を
働
き
か
け
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
、
和
泉
市
、
大
阪

市
、
交
野
市
、
門
真
市
、
吹

田
市
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定
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０
１
０
年

２
０
１
０
年
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服
用
薬
剤
の
特
性
把
握
す
べ
き

有
病
高
齢
者
の
歯
科
治
療

　

北
大
阪
地
区
は
10
月
24

日
、
講
習
会
「
有
病
高
齢
者

の
歯
科
治
療
に
際
し
て
の
注

意
点
」
を
開
い
た
。
講
師
は

西
田
百
代
氏
（
関
西
障
害
者

歯
科
臨
床
研
究
会
会
長
）。

　

西
田
氏
は
、
初
診
時
に
得

る
べ
き
情
報
と
し
て
、
現
在

服
用
し
て
い
る
薬
剤
に
つ
い

て
、
患
者
が
薬
局
・
医
院
で

も
ら
う
薬
の
内
容
を
記
載
し

た
情
報
で
は
不
十
分
で
あ

り
、『
今
日
の
治
療
薬
』（
南

光
堂
出
版
）
を
参
照
し
て
臓

器
別
・
薬
効
別
に
ど
う
い
っ

た
薬
剤
か
と
い
う
特
性
を
詳

細
に
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と

強
調
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
高
血
圧
症
・
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
・
弁
膜
症
・

糖
尿
病
な
ど
、
特
に
高
齢
患

者
が
罹
患
し
や
す
い
疾
患
に

つ
い
て
の
病
態
生
理
・
臨
床

検
査
デ
ー
タ
の
見
方
・
各
種

治
療
薬
の
作
用
機
序
・
治
療

上
の
問
題
点
の
具
体
例
と
し

て
、
講
師
が
実
際
に
遭
遇
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹

介
さ
れ
た
。

　

日
常
臨
床
で
は
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
の
患
者
に
お
い

て
、
内
科
医
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
場

合
、
基
礎
疾
患
を
有
し
な
い

健
康
な
患
者
と
同
じ
よ
う
に

対
応
し
て
い
た
が
、
今
回
の

講
演
を
聞
い
て
、
た
と
え
内

科
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
て
も
、
薬
の
飲
み
忘
れ

や
、
著
し
い
気
温
の
変
化
、

寒
冷
期
の
ト
イ
レ
の
我
慢
な

ど
が
血
圧
変
動
の
引
き
金
に

も
な
る
と
い
う
事
、
ま
た
急

性
の
歯
痛
な
ど
の
心
的
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
も
健

康
な
患
者
よ
り
も
低
い
と
い

う
事
実
か
ら
、
平
素
よ
り
も

っ
と
、
患
者
の
全
身
的
な
背

景
を
考
慮
に
入
れ
て
診
療
に

従
事
す
る
必
要
が
あ
る
と
実

感
し
た
。

 

（
吹
田
市
・
岩
住
征
紀
）

東大阪・八尾
・ 柏 原 地 区

個
別
指
導
対
策
な
ど
を
解
説

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
開
く

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
10
月
24
日
、
オ
ー
タ
ム

セ
ミ
ナ
ー「
次
期
診
療
報
酬

改
定
の
ゆ
く
え
と
個
別
指

導
」
を
保
険
医
会
館
で
開

き
、
11
人
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
力
副
理
事
長
は
、
10

月
９
日
に
長
妻
厚
労
相
が
発

表
し
た
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
の
省
令
改
正
案
で
は
、
義

務
化
を
一
部
免
除
し
た
に
過

ぎ
な
い
と
指
摘
し
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
あ
っ
た
「
完
全
義

務
化
か
ら
原
則
化
に
」「
義
務

化
を
中
止
」
か
ら
大
き
く
後

退
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

　

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
は
、
人
事
を
め
ぐ
っ
て

の
社
保
審
や
中
医
協
で
の
審

議
ス
ト
ッ
プ
や
、
歯
科
の
検

討
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
、
今
後
も
院
長

・
患
者
署
名
等
で
、
歯
科
医

師
や
国
民
の
声
を
国
会
に
届

け
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

安
積
中
社
保
研
究
部
員

は
、
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
、

指
導
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
。
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

指
導
の
指
摘
事
項
の
事
例
を

紹
介
し
、「
指
導
通
知
が
届

い
た
ら
、
す
ぐ
協
会
ま
で
知

ら
せ
て
欲
し
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

堺・高石・
和泉地区

「
歴
史
垣
間
見
れ
た
」と
参
加
者

堺
の
魅
力
を
再
発
見

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

は
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
堺

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

お
う
と
10
月
12
日
、「
堺
再

発
見
ウ
オ
ー
ク
」
を
開
い

た
。
川
上
氏
（
堺
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
）
の
ガ
イ

ド
の
も
と
、
堺
市
立
博
物

館
、
日
本
庭
園
、
大
仙
古
墳

な
ど
を
巡
っ
た
。
歯
科
医
師

ら
８
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
美
し

い
日
本
庭
園
や
４
時
間
あ
ま

り
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、
心

身
・
頭
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
」、「
歴
史
を
紐
解
い
て

説
明
し
て
く
れ
る
た
め
、
そ

の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
、
当
時
の
暮
ら
し
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

水
の
神
様
で
信
仰
さ
れ
る

貴
船
神
社
と
、
色
づ
き
始
め

た
京
の
山
・
鞍
馬
寺
を
散
策

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
（
大
阪
市

東
部
地
区
主
催
、
10
月
18

日
）
に
15
人
が
参
加
し
た
。

　

昼
食
は
、
天
然
鮎
の
塩
焼

き
に
舌
鼓
を
打
ち
、
日
常
診

療
な
ど
の
意
見
交
流
も
弾
ん

だ
。
初
め
て
の
参
加
者
か
ら

は
「
今
後
も
参
加
し
た
い
」

と
好
評
だ
っ
た
。

大阪市東部地区

京都の秋を満喫
貴船神社など散策

削
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ど
こ
を
削
合
す
る
か
な
ど
適

切
な
診
断
が
決
め
手
に
な
る

が
、
画
期
的
な
治
療
方
法
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｊ
リ
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用

い
た
症
例
で
は
、
歯
槽
骨
コ

ル
チ
コ
ト
ミ
ー
す
る
こ
と
に

よ
る
隣
在
歯
の
移
動
、
ミ
ニ

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
併
用
に
よ
る

速
や
か
な
レ
ベ
リ
ン
グ
、
ス

ピ
ー
ド
矯
正
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
を
総
覧
的
に

講
義
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
ら

を
参
考
に
小
矯
正
に
取
り
組

ん
で
い
け
ば
、
治
療
の
幅
も

さ
ら
に
広
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

ニ
マ
ム
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ン
に
も
繋
が
り
、
一
般
開
業

医
で
行
う
際
の
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
い
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
矯
正
に
つ
い
て
は
、
透
明

な
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
シ

ー
ト
で
数
段
階
に
作
製
さ
れ

た
装
置
を
２
週
間
ご
と
に
交

換
し
歯
の
移
動
を
行
っ
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
叢
生
の
改

善
、
歯
列
の
拡
大
縮
小
、
上

下
歯
列
の
近
遠
心
的
改
善
等

に
有
効
で
あ
る
。

　

ま
た
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
が

な
い
た
め
、
装
置
の
違
和
感

が
少
な
く
審
美
的
に
も
問
題

は
な
い
。
た
だ
し
、
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
の
た
め
隣
接
面
を

　

宮
島
氏
が
述
べ
ら
れ
た
ミ

ニ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
固
定

源
が
必
要
な
と
き
に
は
い
つ

で
も
必
用
な
部
位
に
設
定
で

き
、
術
式
も
煩
雑
で
な
い
た

め
治
療
範
囲
が
広
が
る
。
特

に
、
臼
歯
の
圧
下
、
挺
出
、

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
な
ど
が
よ
り

可
能
と
な
る
。
咬
合
平
面
を

揃
え
る
た
め
に
従
来
は
歯
を

削
合
や
抜
髄
し
た
り
し
て
い

た
が
そ
の
必
要
が
な
く
、
ミ

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
10
月
18
日
、
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
（
浪

速
区
）
で
生
涯
研
修
講
座

「
や
さ
し
い
プ
チ
矯
正
と
Ｍ

Ｔ
Ｍ
の
た
め
の
ミ
ニ
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
矯
正
」
を
開
き
、
１

６
２
人
が
参
加
し
た
。
講
師

は
、
宮
島
邦
彰
氏
（
セ
ン
ト

ル
イ
ス
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
大
学
院
教
授
）
に
務
め

て
い
た
だ
い
た
。

10月生涯研

歯
列
の
拡
大
縮
小
な
ど
に
効
果
的

日
常
診
療
に
い
か
せ
る
小
矯
正

ミニインプラントの応用について
話す宮島氏＝10月18日、大阪市内

色づき始めた鞍馬寺で集合写真を
撮る参加者＝10月18日、京都市内

大仙古墳の模型を説明する川上氏＝
10月12日、堺市内　　　　　　　　

指導の指摘事項の事例を紹介する
安積氏＝10月24日、保険医会館　

有病患者の治療のエピソードを交え
話す西田氏＝10月24日、吹田市内　

海
外
技
工
の
意
見
書

大
阪
府
、
摂
津
市
で

採
択


